
  ６年                       学研教育情報資料センター 
 

 

 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                           B026108090 

社会 

学習相談 
小／社会／６年／日本の歴史／ 

室町時代／理解シート 

 
さいとうどうさん

斎藤道三は、どんな人だったの 

 斎藤道三は、１４９４年に、
やましろのくに

山城国（京都府）
にしのおか

西岡の
まつなみもとむね

松波基宗の子として生ま

れた、といわれています。１１
さい

歳で京都のお寺に入れられ、のちにお寺をとび出し、

油商人のむこ養子になって、油の行商をしていた、ともいわれています。 

 

●主君を追放し、美濃国をのっ取った 

 道三が２０代のとき、美濃国（岐阜県）守護の
と き ま さ ふ さ

土岐政房の次男
よりなり

頼芸に仕えました。

道三は芸事が得意だったので、頼芸にかわいがられました。政房が死に、長男
まさより

政頼

が後をつぐと、道三は、頼芸をそそのかして、政頼を追放し、頼芸を守護にしまし

た。１５４２年には、頼芸を追放して、美濃国の支配者になりました。 

 

●長男
よしたつ

義龍と戦って死んだ 

 道三の長男義龍の母は、政頼を追放したほうびとしてもらった、頼芸の
そくしつ

側室で、

まもなく生まれた義龍は、本当は頼芸の子だった、といわれています。道三は、１

５５４年に、義龍に後をつがせて、
いんきょ

隠居しました。その後、義龍に代えて、その弟

を後つぎにしようとしたことから、義龍は二人の弟を殺し、道三と対立しました。

１５５６年、
ながらがわ

長良川のほとりでの戦いで、道三は義龍に敗れて死にました。義龍側

のほうが、兵の数が
あっとうてき

圧倒的に多かったのは、美濃国の武士のほとんどが土岐氏の一

族で、頼芸の子の義龍側についたからだ、といわれています。 

 

●「まむし」とよばれたほど、評判の悪い人物だった 

 斎藤道三は、
ほうじょうそううん

北条早雲とともに、下剋上によって戦国大名となった、代表的な

人物です。はかり事をめぐらして、恩人を暗殺したり、主君を追放して国をのっ取

ったりしたことから、世間の評判が悪く、「まむし」などとよばれました。 

 

 

げこくじょう

下剋上によって
みののくに

美濃国をのっ取った人物、として世 

間の評判が悪く、「まむし」とよばれた戦国大名だよ。


